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日本人の毛質に合ったジャンプ

だから。
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その秘密は?・一一海藻には神秘な生命力てーある費

分か含まれているめで昔から日本の女性が黒

俄のしっとりした艶を保つなめに海藤を使用

していました。その海濠のエキ叉を化学的に
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のです・-‘・NET200a:&RQj呵
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fりRヽヽも難いヽと名われる国£丈学に?4ictヽ合楊

しにということは、九｀麦慮ぼしい、ぶししいニューZで｀ほ

あ'□吃ん打ヽア心力ヽら拍吾をよると共に、今、蹟・小

オ勁んに痙埓が｀ら応護しいヽ気碕・

/∂



他社

ぶ
S
1
紹
認
容
宙
囃
品
)
惨

●

が｀

1~-4-W-・

り

- ■ I I ・ - ● - W ・ ' -

のお切り也・ - J り 加 〃 ● , ゛ - - - ⌒ - ・ 9

折7y々順●ぶzう.

り 麦本蓬を

爵竜那

よろ□お願

じしE)

,申野溥もySしD

才し慢布面

寥S299寥7増

し1可.

ゆ留99爾2
。

詔

l

住所希吏

疏々末吏美

北幌市掻己

X旭に性所必ら収縮、拳鴇局μ｀お知らt下二い。

7黎9y7y堂y訓17繁9Sり紗7誉9寮7窄9Vマy

//



友の会g,眉一海寒い毎日が続い(おりふ4がム、。ヽが

お蓋し?:ヽヽし各うtT)ヽ?

私ll入院口早24自が｀羞ざ才兼をし7おりjl。

今回の入院lj、5LEに多発性筋吏が台翔しに為

k既っていrユ・でヽオ(頴査□みると心武に水ヵで

溜っていTツノこ表皮と言うそうそ徊レうことがわカリ、

かJり、5LLが悪。化しyりこいヽうこじごヽアしドヒ

ンら0つわ｀ら初yト攻をお゛り版印字Zリ。

今ほコ包鳳の水もほとんとしヽ・とr門血液梗

稽畢も順調で丿りdし吼心白旨送っていj了。

今回、友・会にち手紙を患いTこのにに弛でヽもありj

迂ん・ 盾づ

け惑い31が、奴も知ら
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差ぶ1ヽ・1ろことにしまいこ。

北見、、忿励うの丞パJ=加峰ネ15-^xノにい&。

t。ことめ柘介屯戊川支生にお願いしましTこ。

講演会42自?沁午拷2時ヵヽら北見日清、

而現のぞ議室でヽ行Ti・り・れ亀唐・地、1、肩市苓

こんノtl護号生、・みrれんホう・勢寿カロレ熱・いこ聞

き?、、つていましに。

ツ)講演会。l時哺前に覇院在(の政基店々ラシ

ミ/」に㈲藻乱中垣べ、埓浪乱フ、、院中。桔本

乱づ削こ丸達2人計ら急が葉Jりjは地、Z.

を誕t7t。今日をオ1回,)巣4')とレ通経旭当

£司政さんにお励い1ることに話し名いjしに。

又綱走・ポムフミごんも在くjlUヽ北見日j,為院に

ゑ建しているr)で≒jじ見のみfμんいいしJしという

ことにrJI)1しrて・

lt｀,11£。会雨が41k・j‘j;。,ヽぶ・J効果的り:

寿羞生浦1£るこい・り¨芒41・1゛と恩づい11・
/ぶー

(4呑川.記)

|
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北見地1会蜀・彿顔

・加藤ぺ.、、、Q4.元禄健棒の加薩jル、きっと他のi速

の良y相謎粕晋とりっZりゐでヽむJう、

/
―吉田 乱・、。44?。灘感琵11・Jにil,出、席7ヽヽリぜん乙ヽヽは

/心痛滴々。な耀ごぶまいし11レrこ。

べ名島さ砲4今、j鍵日冴ヽ為院肉科口日鴎Pけ岐

中アリボ｀ヽこのところ、峡タに向っひヽ

ろとのことで゛しrて。

功中 でん、ノi・Q。。と7もおと与しいーといク印象、理在

フい｀ニンい｀1服印中乙吻調に経凌

リいるとめこと。

⌒桔わんメy;理石=→ぽ曰者、為花肉科ヘフx碇中八

毎漉クに自で、一きる乙らいに哺調り

7、戌咆冶を恙回いl1。

‘、襖かんメ‘4がごニ高以来入皮生冶バ''ゑしだつ

Tこ枝々t葦の、帷持tい/'し今、4

う乙‥nヘ在屯の詫録をm丁仁

とに

㎜ /7



肺血殺伐ま迩,

)フヒも毎日の

訓練

の
衣力果が峡方に向力ヽい。

ぶ右ずJしむの歩行t｀χムーでに

rjつてぃましR.

寸て心2月ヵヽりぼ曰赤南院乙ヽ再々満・唐11外来ヵこ

●●参●●●●●●●●他

1つてぃn。この
様

に地えにいて唐門后の弟庫

●●●●-●
●｀

が受けら,れるこいJ私達悪者にとって妻ばしい

こヒでヽ4・このこい吋ヒれ老区にとどjら1リ励

地医でヽも実理乙ヽさるJう嘲待し1才。

践醤学苛苛幣号令

会1の切・れ.rこかこ・4

郵硬振誓申馬りg]封いり』・1の?亙主隻

゛
ｔ し1‘4.

/j'一一

ヱ竺!丘を支、部づ肉べ下ご・るようぢ願いい



難、病追からのおダロら也

難あ恚z7ヽら。機関誌「りんれんJ0,?2を2月

IS日に発釘しjしrこが、砦様のお4元にるいて

おりj4でヽヽしJうヵヽ・

難病連というの、J、筋無力症友・をいJじめ、

岬原病、げーヤノミ/等、肺・愚老会が峯jつて

●つぐっ7いる協議会でづ1.

/つの匙浙岳だけて四解浹じジハヽ大さな問

顛を、この勁衣jD体が隼jつで協議し台いなが

ら運勅乞寸4幻ているものてづ。

め気心庶ぎレり享期究昨トブぢ泳法。旱靭趨立を

jjじめ生活バ早証やれ扁ヵ尚題レそ出世プj

ごジj拳市｀瓦蹟って兼動を11めド、る中でヽ、

知こ冷乙の方々球苫しい状況にお、フヽ、れ仁ヽる

●こいい咽らかになってylしrこ。

その苦しみや咽難・J状枕を一日も早く解決し、

明るく希望を語べ生さることがで｀さるJうにな

ケこめに、様々り:泰求と井に難あ匙・逓のJりどこ

ろとして、蓬如・)拠兇として、釘ニ、県体的な簾

助を受けゐこと。のでヽヽさる場所として北海延げ
-・/9



71゛?●●夕・難瓦包ン万一」を設立祐ことがどうしても貼零、

とのこいヽら長い尚遂に手yしごJしrこが＼

このほ(建引れ収ゐことがyJう?ぐ明らりヽに

い心し仁・

丸達が遂に零望してぃる'゛難鳥センター」とほ

以下のぺのに右かれているもので呵が二の嬰望

遠りに≒ゐnヽ｀ごうかよ払光一人.ぺAの登面の

力に幻yつていJ乱

難病遠の(勁・団伴の)会蜀数ば僅在丿肋妨

爪ブハj:hご難為達アエに遥的烏全馴丿金

痍セン外協力を。,に入会芒tれるJうぷびヤリ4.

「難拓仁ノ外」を社是愚者か偏効ト幸丿爾7にる

も釧こする1こ(こ植こんのご協力幻ぷ願いしま爪

私μらが要望していろ「難病センクつとIJ

⑦有内医による定期兼診知令オ目談生治相談

や社を自立の後丿訂バの相談芒万一とし乙

の遠方ヵヽら。、亀渚や家族・通院やク、、院碕ち、

粳査結粟碕ちし時退統。t斟飛め・字心して

粕泊でヽさる既設と□。一一20-一一

八

｀亀

八
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G)St病弱児、隋害・£。適所・訓練施設、一時

あ寸｀わの託児施設(狸が通唸しTこり、付淳をし

7いる?かjじ)と□、

(1)水油鼻鍼灸治冷機能訓練りどのリ/ヽビリー

施設ヽ寝仁いぐヽ行動の印艮!れるりレ)〉、、、浴
j
-
―
-
j

A
W
Q

施

いjlど。

①庭蔵と福祉の匈上のり

れこ親ぼぐ交光バこぬの患者濠疾団斗。事務

惣、患者白身。研修繕護者。研修rj・ど＼£し、

療濠の知識を受けるrこめ・集会室など。
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,住所喰憂z,と二ろひお知らtしnJうに隋野匍

々んが拍中へ転慶,こお晋しずこ。/洋向よt

ご0う様乙・しTこ。これ,りヽらIJ札幌町凶し

ゲリ・ちかで｀が｀んぼっ7下ごることを朝倚□ぃjふ

氷に)

,ぞんり八わ・1し乃回グ)tヘちばんぼいJ走1今:J・●

でχ.,・..、..へ,,ty乙叱らXJ..ぃ

巌ふ発足倆申才爪o□千!ろ戈心鄙鰍

いいしやぃ1せんかol)

仇

貼

↓

・仙24Gめ玖嶮に「J,.け乙｀も.

やり、奇/・ロをお持ち□い417汐)

yごー・トト一一ヽt.。。,_十令--tン_-4●●卜-/-tこ_。4o和
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全国庫匂哺44t海麦各部

丸幄布曜?邑丈&

.

9mm響;4F

北赳鮪顛(ol・)射以

勧奴奴4釧4嘔鮨繊御所吻1絵

た曖卿奴北,象軒T84湖疾司

9如涸刳肘=5日射迪如便物認耳HS鴎走1司
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い‘5・1:｀心1=irし・IX時jl日各和り-aり'R§D日砂f--
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